
別紙２

ｅ-ネットキャラバンの概要等

子どもたちのインターネットの安全な利用のため、インターネットの「影」の部分についての保護者・教

 

職員向けの講座を、通信業界と総務省が協力して開催。通信業界は、無償で職員を講師に派遣する

 

等、各企業のCSR（Corporate Social Responsibility）活動として参画。また、実施にあたっては、文部

 

科学省とも連携。

◆対象者

 

：保護者・教職員。要望があれば児童・生徒も対象。

◆協力団体

 

：通信事業者等民間団体、公益法人、政府・自治体

等（260社・団体）

◆講師

 

：認定講師

 

1,277名（全国、平成21年2月28日現在）
◆講演内容

 

：インターネットを通じた犯罪に関する情報や、学校
裏サイト、プロフ、迷惑メール、架空請求詐欺等の
実態や対処方法

◆実施期間

 

：平成18年４月より。

◆事務局

 

：（財）マルチメディア振興センター

◆実績

 

：平成18年度の実施件数：

 

453講座（全国）

：平成19年度の実施件数：1,089講座（全国）

：平成20年度の実施件数：1,207講座（全国）

ｅ－ネットキャラバン公式サイト：http://www.e-netcaravan.jp/
総務省の広報ビデオ：http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/media/070514_1.html

実施体制

小学校・中学校・高校の
主に「保護者・教職員」がガイダンスの受講対象者

以下の事項は受講者側で手配
①参加者募集
②会場
③実施日時・場所の周知
④説明資料のコピー・配布 （要望元）市区町村の教育委員会の社会教育主事、指導主事、ＰＴＡ、青少年団体、ＮＰＯ等

ガイダンスの内容例

・Ｗｅｂサイト、携帯電話サイト：掲示板、チャットでの

 

誹謗中傷、個人情報の流出、出会い系サイトの危

 

険、著作権・肖像権侵害、ネットショッピング、ネット

 

オークションに係る注意事項等

・電子メール：ウイルス、迷惑メール、チェーンメール、

 

架空請求詐欺、フィッシング詐欺等

・公益法人、電気

 

通信事業者、通

 

信機器メーカー、

 

総務省等から講

 

師を派遣

ガイダンスの
受講要望

講師派遣

（要調整）

 

①ガイダンスの

 

具体的内容

 

②機材等

e-ネットキャラバン運営協議会

各総合通信局
及び

沖縄総合通信事務所

(運営参画）

文部科学省

総務省
（社）電気通信事業者協会
（社）テレコムサービス協会
（社）日本インターネットプロバイダー協会
（社）日本ケーブルテレビ連盟
（財）インターネット協会
（財）マルチメディア振興センター

事務局：（財）マルチメディア振興センター

（推薦）(運営参画）
会員事業者

個別協力事業者

ＣＳＲ※活動

（協力の申し出）

（協力の申し出）

（協力の申し出）

（協力の申し出）

（協力の申し出）

会員事業者

会員事業者

会員事業者

※CSR: Corporate Social Responsibilityの略で、企業の社会的責任を指す。

http://www.fmmc.or.jp/e-netcaravan/
http://www.e-netcaravan.jp/
http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/media/070514_1.html


ｅ-ネットキャラバンの申し込みの流れ

ｅ－ネットキャラバン公式Ｗｅｂサイト：http://www.e-netcaravan.jp/

ｅ－ネット安心講座の申込み

「講師派遣申込みフォーム」に必要事項を記入

「送信」ボタンをクリック

ｅ－ネットキャラバン公式ウェブサイトからお申し込み願います。

○

 

主催者側及び講師側の諸準備を円滑に行うため、講座開催希望日の１ヶ月半前までに

 

お申し込みください。
○

 

ウェブ等で申込を受け付けた際に、電子メールで受付した旨をお伝えするとともに、講座

 

の開催予定日の約１ヶ月以内を目処に講師をアレンジすべく調整します。
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